
 

 

積算 

（点在工事の紐付け） 

施工個所が点在する工事（設計書取り込み） 

間接費の紐付け手順 

直接工事費ごとに経費がある設計書での施工個所が点在する工事の 

紐付け手順をご説明します。 

念のため、操作の前に設計書の複写をしてください。 

 

「設計書一覧」画面で複写したい工事を右クリックし、 

メニューの［複写］を選択します。 

 

 

「確認」画面で、［はい］を選択します。 

 
 

１． 点在工事の設定確認   

（施工個所が点在する工事を以下「点在工事」と呼ぶ。） 

 

点在工事は、「工事作成」画面で、「施工箇所が点在する経費計算を行う」に 

チェックを付けます。 

 

 



２． １工区目の紐付け   

 

本工事費内訳書で上から順番に紐付けを行います。 

1工区目の間接工事費の行を選択した状態で、 をクリックします。 

 

 

 

３． 経費区分の選択   

 

「間接費の選択」画面が表示されます。 

該当の経費区分を選択し、画面右下の［次へ］をクリックします。 

 
 

 

 

 

カーソル位置はここ 



４． 紐付け画面   

「間接費紐付け」画面が表示されます。 

 

画面左側に取り込んだ設計書の間接費項目 が表示されます。 

 

画面右側に Gaia9 の間接費項目が表示されます（赤色の行が、紐付けが必要な行です）。 

 

赤色の行が存在しない場合：紐付け設定の変更が不要な場合は、そのまま［実行］をクリッ クし

ます。 

 

赤色の行が存在する場合：紐付け設定を行ってください。 

「間接費紐付け」画面の左下[マニュアル]ボタンを押すと、画像付きの手順書が表示されます。

P3-8～P3-11をご参照ください。 

 
 

 

５． ２工区目の紐付け   

2工区目の間接工事費の行を選択した状態で、 を選択します。 

 
 

 

 

カーソル位置はここ 



「間接費の選択」画面が表示されます。 

該当の経費区分を選択し、画面右下の［次へ］をクリックします。 

 
 

 

「間接費の紐付け画面」が表示されます。 

紐付けを確認し、右下の［実行］をクリックします。 

 

 
 

※3工区目以降もある場合は、手順 5.と同じ操作を繰り返します。 
 

 



６． 経費計算   

 

経費計算を行います。 

全ての工区の紐付けが終了したら、 を選択します。 

 
 

 

「再積上げの処理選択」画面が表示されましたら、 

設定を確認し、［ＯＫ］を選択します。 

 

●経費条件選択の順番 

 

①の「合計金額」の条件を設計書の「主たる工事」の条件を元に変更します。 

各点在箇所の条件②も連動して変わります。 

その後、②で施工箇所ごとに異なる条件があれば変更をします。 

※必ず① → ② の順番で設定を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

条件選択後、       を選択します。 

 

 

 

 

① ② 

①の「合計金額」欄の条件は、点在工事の一般管理費について、「全地区を一本の工事として

計算」する際の、経費の条件となります。必ず設定して下さい。 



条件選択後、「経費一覧」画面が表示されます。 

をクリックすると、計算結果が反映されます。 

 

 
 

 

「確認」画面が表示されましたら、［はい］を選択します。 

「本工事内訳書」画面に戻ります。 

 
 

 

本工事費内訳書の各工事にそれぞれ計算結果が反映されます。 

点在工事の紐付けの手順は以上です。 

 

 


